
みんなのとしょかん 開館時間　午前１０時から午後6時まで
TEL：（921）4646／FAX：（921）4896

ヨ ム ヨ ム

市民
図書館

※金曜・土曜（祝日除く）は午後７時まで

あたらしくはいった本 令和７年11月 貸出開始資料から
太宰府市華道連盟

季節の生け花

国際交流・韓国
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ユッノリ
윷놀이

太宰府市国際交流員
キム シンヒョン

金辛泫

　新年あけましておめでとうございます。
セ　ヘ
새해 

ボッ
복 

マ　ニ
많이 

バ ドゥ セ  ヨ
받으세요(新年、福をたくさん受

け取ってください)。
　韓国では旧暦の1月1日、すなわち「

ソルラル
설날」に、家族や親しい人々と一緒に伝統的な遊び

を楽しむ習慣があります。その中でも代表的なものが「
ユッノリ
윷놀이」というゲームです。

　このゲームは、木製の棒「
ユッ
윷」を4本投げ、出た目に応じて駒を進めたり戻したりしな

がら、相手より先にゴールを目指すボードゲームで、一般的にはチーム対抗で行いま
す。
　ユッの出目には「

 ド
도（1歩）」「

ゲ
개（2歩）」「

ガル
걸（3歩）」「

ユッ
윷（4歩）」「

モ
모（5歩）」があ

り、それぞれ独自の呼び名がついています。特に4歩や5歩が出た場合、もう一度「
ユッ
윷」

を投げることができ、運が良ければ一度で複数回のチャンスを得ることができます。
　特に「

ユッノリ
윷놀이」の面白い点は、同じチームの駒の上にピッタリと止まると、次からその

2つの駒を一度に進めることができる点です。逆に相手の駒を自分の駒で「捕まえる」
ことも可能で、捕まえた相手の駒は最初からやり直さなければなりません。これによ
り、戦略的に駒を進めながら相手を上回る
チャンスが生まれます。
　「

ユッノリ
윷놀이」は運と戦略のバランスが魅力で、

子どもから大人まで一緒に楽しめる遊びで
す。特に旧正月には、食事の後にみんなで笑い
合いながらプレイする風景がよく見られます。 花材：南天、百合、菊

(緑台）小原流
ひらやま
平山　

み　よ　こ
三代子

●その他の本　すっきり自力整体(矢上真理恵／著)　暮らしを楽しむ横山タカ子のおもてなし(横山
タカ子／著)　こども防犯BOOK(冨川万美／著)　難問クイズで思考力を鍛える(クイズ法人カプリティ
オ／著)　歩いて旅する、ひとり京都(山脇りこ／著）　ようやくカレッジに行きまして(光浦靖子／著)　
絶滅しそうな世界の文字(ティム・ブルックス／著)　

●小説・エッセイなどの文学　オーロラが見られなくても(近藤史恵／著)　雷電(梶よう子／著)　ちゃ
ぶ台ぐるぐる(群ようこ／著)　吾も老の花(阿川佐和子／著)　みずいらず(染井為人／著）　最後の一
色　上・下(和田竜／著)　少弐(帚木蓬生／著)　変な地図(雨穴／著)　ナモナキ生活はつづく(寺地は
るな／著)　シークレット・オブ・シークレッツ　上・下 (ダン・ブラウン／著)　プレイグラウンド(リ
チャード・パワーズ／著)

としょかんカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

5
12
19
26

6
13
20
27

7
14
21
28

4
11
18
25

1
8
15
22
29

2
9
16
23
30
　

3
10
17
24
31

1月

○印の日は、
お休みです。

太
宰
府
の
文
華
〜
公
文
書
館
だ
よ
り
　
　
〜

　
半
済
と
は
、
年
貢
な
ど
を
半
分
だ
け
領

主
に
納
入
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
鎌
倉
時

代
か
ら
事
例
が
見
ら
れ
ま
す
。
南
北
朝
時

代
に
な
る
と
、
室
町
幕
府
が
内
乱
の
中
で

臨
時
に
戦
費
を
捻
出
す
る
た
め
、
貴
族
や

寺
社
の
領
地
に
お
い
て
半
済
を
実
施
し
、

年
貢
の
半
分
を
武
士
た
ち
に
分
け
与
え
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
続
い
て
年
貢
を
折
半

す
る
だ
け
で
な
く
、
土
地
自
体
を
分
割
し

て
与
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
半
済
に
よ
っ
て
分
割
さ
れ
た
領
地

を
武
士
た
ち
に
預
け
る
権
限
を
、
幕
府
は

各
国
の
守
護
に
与
え
た
の
で
、
守
護
た
ち

は
こ
れ
を
利
用
し
て
管
轄
国
内
の
武
士
た

ち
と
の
間
に
主
従
関
係
を
形
成
し
て
い
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
守
護
は
独
自
の
意
思
で

半
済
を
行
う
よ
う
に
な
り
、
自
ら
の
領
国

統
治
の
手
段
と
し
て
役
立
て
て
い
き
ま

す
。
今
回
取
り
上
げ
る
大
内
氏
に
よ
る
半

済
も
、
そ
の
中
の
一
つ
で
す
。

　
大
内
氏
の
半
済
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ

ち
ら
を
元
に
ご
紹
介
し
ま
す
。
同
氏
が
実

施
し
た
半
済
は
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら

れ
、
一
つ
は
一
国
全
体
あ
る
い
は
領
国
全

体
の
寺
社
の
領
地
で
一
律
に
行
わ
れ
る
惣

国
準
拠
の
半
済
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
も

う
一
つ
は
個
別
の
寺
社
領
で
行
わ
れ
る
半

済
で
し
た
。
前
者
は
大
内
氏
が
大
規
模
な

戦
争
を
す
る
際
に
必
要
な
費
用
を
確
保
す

る
た
め
の
手
段
で
、
後
者
は
個
々
の
事
情

に
応
じ
た
小
規
模
な
も
の
で
す
。
こ
こ
で

は
後
者
に
つ
い
て
、
太
宰
府
天
満
宮
の
領

地
を
例
に
挙
げ
て
み
ま
す
。

　
天
満
宮
の
社
家
の
一
つ
で
あ
る

ま
ん
じ
ょ
う
い
ん

満
盛
院

の
領
地
に
、
ち
く
ぜ
ん
の
く
に
さ
わ
ら
ぐ
ん

筑
前
国
早
良
郡
の 

へ 

ぐ
り

戸
栗
・
重

富
（
現
福
岡
市
西
区
〜
早
良
区
）
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
地
に
つ
い
て
は
前
に
取
り
上

げ
た
こ
と
が
あ
り
（
２
０
２
１
年
10
月

号
・
22
年
１
月
号
）
、
大
内
氏
が
他
国
か

ら
亡
命
し
て
き
た
人
々
（
そ
う
や
ま
と
の
か
み

宗
大
和
守
・
千

葉
胤
勝
・
り
ゅ
う
ぞ
う
じ
た
ね
み
つ

龍
造
寺
胤
栄
ら
）
を
庇
護
し
、

一
時
的
に
こ
の
地
で
領
地
を
与
え
て
い
た

こ
と
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
実
は
そ
の
た

び
に
大
内
氏
は
両
所
に
半
済
を
実
施
し
、

亡
命
者
に
与
え
る
領
地
を
作
り
出
し
て
い

た
の
で
す
。
そ
れ
は
史
料
が
残
る
分
だ
け

で
も
、
戦
国
時
代
に
４
回
も
確
認
で
き
ま

す
。
よ
っ
て
領
主
で
あ
る
満
盛
院
は
、
た

び
た
び
領
地
の
半
分
を
没
収
さ
れ
て
迷
惑

し
、
そ
の
つ
ど
大
内
氏
に
返
還
し
て
く
れ

る
よ
う
訴
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
変
な
労
苦
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　
　
太
宰
府
市
公
文
書
館
　

お
お
つ
か

大
塚
　
し
ゅ
ん 

じ 

俊
司

お
お
う
ち
　し

大
内
氏
の

は
ん 
ぜ
い

半
済
と
天
満
宮
領

141

ペ
ー
ジ
I
D
：
7
2
4
1

為
る
様
に
し
か
成
ら
な
い
が
父
の
口
癖

大
工
で
生
き
た
生
涯
な
り

　
　
　
　
　
　
　
御
笠
／
高
塚
　
茂
樹

仲
秋
の
名
月
三
度
楽
し
め
り

暮
夜
に
深
夜
に
明
け
行
く
空
に

　
　
　
　
　
　
青
山
／
礒
村
　
順
一
郎

若
き
日
に
夫
と
眺
め
し
宍
道
湖
の

入
り
日
今
で
も
鮮
明
に
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
五
条
／
大
穂
　
聡
子

繰
り
返
し
六
つ
星
に
挑
む
ナ
ン
プ
レ
は

今
日
の
生
き
甲
斐
雨
の
ひ
と
日
の

　
　
　
　
　
　
　
五
条
／
大
藪
　
晶
代

漏
ら
し
た
き
嬉
し
き
秘
密
福
寿
草

　
　
　
　
　
　
　
馬
場
／
有
岡
　
和
砂

年
明
け
て
寄
せ
来
る
祈
願
古
都
の
町

　
　
　
　
　
　
　
高
雄
／
西
元
　
治
雄

初
明
り
地
球
ゆ
る
り
と
包
み
を
り

　
　
　
　
　
大
野
城
市
／
岡
井
　
由
里

風
除
に
風
の
抜
け
道
あ
り
に
け
り

　
　
　
　
　
大
佐
野
台
／
金
丸
　
恵
子

立
冬
や
湯
揉
み
音
頭
の
草
津
の
夜

　
　
　
　
大
野
城
市
／
田
代
　
り
え
子

膝
小
僧
な
に
や
ら
淋
し
冬
に
入
る

　
　
　
　
　
長
浦
台
／
徳
賀
　
美
智
子

風
除
は
父
の
背
中
の
広
さ
に
も

　
　
　
　
　
観
世
音
寺
／
野
田
　
杉
子

蒼
天
の
空
を
残
し
て
冬
来
る

　
　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
平
野
　
香

満
ち
潮
の
鳥
居
を
洗
ふ
神
の
旅

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
工
藤
　
友
子

つ
ま夫
と
吾
の
終
の
住
処
や
花
八
手

　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
本
山
　
晴
子

明
日
に
も
祖
父
は
施
設
へ
冬
に
入
る

　
　
　
　
　
　
小
郡
市
／
貞
金
　
志
帆

特
攻
隊
員
ふ
ざ
け
合
ふ
月
の
庭

　
　
　
　
　
福
岡
市
／
北
川
　
朴
洋
子

銀
杏
落
葉
掃
く
緋
袴
の
巫
女
ふ
た
り

　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
彦
坂
　
正
孚

秋
澄
む
や
赤
子
笑
へ
ば
皆
笑
ふ

　
　
　
　
　
福
岡
市
／
宮
津
　
英
里
子

わ
れ
さ
き
に
ふ
れ
れ
ば
お
ち
る
む
か
ご
か
な

　
　
　
　
　
　
高
尾
／
福
島
　
久
美
子

渋
滞
を
横
目
に
バ
イ
ク
嘲
笑
う

　
　
　
　
　
　
国
分
／
岸
本
　
し
ず
え

い
い
調
子
今
日
の
コ
ラ
ム
の
書
き
写
し

　
　
　
　
　
　
　
都
府
楼
／
杉
　
良
子

切
り
抜
き
の
行
方
探
し
て
日
が
暮
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
石
坂
／
多
田
　
功

キ
ッ
チ
ン
の
夫
は
酒
の
あ
て
ば
か
り

　
　
　
　
　
二
日
市
／
坂
本
　
や
よ
子

カ
レ
ン
ダ
ー
赤
丸
ば
か
り
留
守
ば
か
り

　
　
　
　
　
観
世
音
寺
／
松
浦
　
ち
え

裏
庭
は
夕
影
早
し
花
八
手

　
　
　
　
　
　
高
雄
台
／
川
路
　
泰
子

神
の
旅
賽
銭
箱
は
音
も
な
し

　
　
　
　
　
　
筑
紫
野
市
／
名
本
　
剛

泰
然
と
大
葉
構
へ
し
花
八
手

　
　
　
　
　
星
ヶ
丘
／
江
里
口
　
幸
生

一
瞬
の
静
寂
破
り
初
日
の
出

　
　
　
　
　
連
歌
屋
／
吉
嗣
　
の
り
子

産
土
の
鈴
の
音
高
く
初
詣

　
　
　
　
　
　
　
水
城
／
福
永
　
惠
美

を
り
ふ
し
の
古
き
写
真
を
繰
り
な
が
ら

過
ぎ
に
し
時
の
中
に
居
り
た
り

　
　
　
　
　
　
　
朱
雀
／
黒
木
　
邦
枝

太
宰
府
短
歌
会

太
宰
府
俳
句
会

持
永
　
真
理
子 

選

飛
梅
句
会

介
弘
　
紀
子 

選

宝
満
句
会

菅
井
　
久
美
子 

選

都
久
志
て
ん
じ
ん
句
会

佐
々
木
　
甘
露
子 

選

太
宰
府
川
柳
倶
楽
部

小
池
　
一
恵 

選

つ
れ

づ
れ

「冬の朗読会」を開催
日　時　1月18日㈰ 午後2時30分～午後4時（途中休憩あり）
場　所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）　3階視聴覚室
対象者　大人　　料　金　無料　　定　員　40人
内　容　「朗読紫苑の会」冬の朗読会を開催します。　　　　　　　

葉室麟／著　「泪」（『孤篷のひと』より）、入江鳩斎／作　菊
池秀行／訳　「江戸珍鬼草子」（『東海道綺譚』より）ほか、冬
の季節にちなむ短編小説やエッセイなどを取り上げる予定
です。文芸作品を耳で味わうことで、読書の幅を広げてみま
せんか。気軽に参加してください。

講　師　（実演）朗読紫苑の会

市民図書館　（☎内線672）

そ
う

し
げち

ば 

た
ね 

か
つ

と
み

こ
く
じ
ゅ
ん
き
ょ
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みんなのとしょかん 開館時間　午前１０時から午後6時まで
TEL：（921）4646／FAX：（921）4896

ヨ ム ヨ ム

市民
図書館

※金曜・土曜（祝日除く）は午後７時まで

あたらしくはいった本 令和７年12月 貸出開始資料から

●その他の本　衝撃的においしい豚肉レシピ(中村奈津子／著)　旅のある暮らし(えむでい60ｓ／著)　
疲れない心をつくる休息の作法(枡野俊明／著)　薬膳せいろ(山田奈美／著)　日本の仰天道路(平沼義
之ほか／著)　｢低山」登山のやってはいけない(野村仁／著)　小さなギリシャ語図鑑(中澤務／監修)　

●小説・エッセイなどの文学　成瀬は都を駆け抜ける(宮島未奈／著)　かえる生活(群ようこ／著)　Ｉ
(道尾秀介／著)　暁星(湊かなえ／著)　ひとりでこの世に(谷川俊太郎／著)　エディシオン・クリティー
ク(高田大介／著）　子供部屋同盟(高橋弘希／著)　しっぽのカルテ(村山由佳／著)　その針がさすの
は(羽田圭介／著)　細長い場所(絲山秋子／著)　陽ちゃんからのそよ風(山崎ナオコーラ／著)　赤く染
まる木 (々パーシヴァル・エヴェレット／著)　高校のカフカ、一九五九(スティーヴン・ミルハウザー／著)

としょかんカレンダー
日 月 火 水 木 金 土
2
9
16
23
　

3
10
17
24

4
11
18
25

1
8
15
22

5
12
19
26

6
13
20
27

7
14
21
28

2月

○印の日は、
お休みです。

太
宰
府
の
文
華
〜
公
文
書
館
だ
よ
り
　
　
〜

　
『
太
宰
府
紀
行
』
は
、
い
わ
み
の
く
に

石
見
国
（
現
・

島
根
県
） 

つ  

わ  

の 

津
和
野
か
ら
太
宰
府
へ
の
旅
を

記
録
し
た
、
寛
政
８
（
１
７
９
６
）
年
の

紀
行
文
で
す
。
作
者
の
氏
名
は
記
さ
れ

ず
、
詳
細
は
不
明
で
す
。
た
だ
、
記
述
の

端
々
か
ら
、
津
和
野
の
富
裕
な
商
家
の
人

で
は
な
か
っ
た
か
と
想
像
さ
れ
ま
す
。

　
津
和
野
を
出
発
し
た
の
は
９
月
８
日

で
、
太
宰
府
到
着
は
18
日
。
す
ぐ
に
天
満

宮
に
参
詣
し
、
え
ん
じ
ゅ
お
う
い
ん
や
く
そ
う

延
寿
王
院
役
僧
の
案
内
で

境
内
を
見
廻
っ
て
い
ま
す
。
太
宰
府
に
は

二
泊
し
て
、
光
明
寺
、
観
世
音
寺
、
戒
壇

院
、
都
府
楼
跡
、
武
蔵
温
泉
を
観
光
し
ま

し
た
。
帰
路
で
は
、
櫛
田
神
社
、
箱
崎

宮
、
香
椎
宮
に
立
ち
寄
り
な
が
ら
、
27
日

に
津
和
野
に
帰
着
し
ま
し
た
。

　
『
太
宰
府
紀
行
』
の
特
徴
は
、
具
体
的

で
詳
細
な
道
中
の
記
述
で
す
。
往
路
で
は

飯
塚
の
先
で
長
崎
街
道
を
離
れ
、
米
ノ
山

峠
を
越
え
る
昔
の
官
道
を
通
っ
て
太
宰
府

に
入
り
ま
す
が
、
他
の
紀
行
で
は
省
略
さ

れ
る
途
中
の
小
村
や
小
道
に
つ
い
て
も
丁

寧
に
記
し
て
い
ま
す
。
「
な
が
お 

長
尾
（
現
・
飯

塚
市
）
と
い
う云
町
有
り
。
こ
の此
町
尻
を
直
に
ゆ
け行

ば
長
崎
道
な
る
ゆ
へ
、
右
の
方
や
ま
ぞ
い

山
添
の
小

道
を
行
く
。
田
中
の
細
道
を
へ経
、
半
里
ほ

ど
た
ど
り
て
山
口
（
現
・
飯
塚
市
）
と
云

村
有
り
」
。
こ
の
山
口
村
か
ら
分
け
入
る

峠
に
つ
い
て
も
「
す
な
わ則
ち
太
宰
府
道
、
米
の

山
ご
え越
也
。
米
の
山
は
山
口
よ
り
一
里
程
上

り
て
峠
あ
り
、
そ
れ
よ
り
二
里
ば
か
り計
下
り
て

太
宰
府
な
り
。
此
峠
よ
り
十
余
丁
も
下
れ

ば
、  

ゆ
　
す 

ば
る

柚
須
原
（
現
・
筑
紫
野
市
）
と
云
村

有
り
。
此
所
よ
り
宝
満
山
へ
の
道
有
り
」

と
具
体
的
で
す
。

　
他
に
も
、
太
宰
府
天
満
宮
で
求
め
た
お

守
り
の
種
類
や
そ
の
初
穂
料
、
旅
中
宿
泊

し
た
宿
の
主
人
の
名
、
船
番
所
で
の
手
続

き
な
ど
、
作
者
が
関
心
を
抱
い
た
こ
と
に

つ
い
て
細
か
く
記
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
こ
れ
が
単
な
る
旅
の
備
忘
録

で
は
な
く
紀
行
文
と
し
て
成
立
し
て
い
る

の
は
、
折
々
に
挿
入
さ
れ
る
発
句
の
効
果

で
し
ょ
う
。
夜
の
天
満
宮
で
「
心

す
め澄
る
宮

居
や
月
も
影
高
し
」
と
句
を
詠
む
作
者
の

姿
に
、
し
み
じ
み
と
し
た
旅
情
を
感
じ
と

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
古
典
の
文
句
に
頼
ら
ず
、
経
験
し
感
じ

た
こ
と
を
作
者
自
身
の
言
葉
で
記
し
て
い

る
か
ら
こ
そ
、
作
品
に
生
き
生
き
と
し
た

魅
力
が
生
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
実

用
性
と
文
学
性
の
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
感
覚

は
、
作
者
の
人
と
な
り
や
個
性
を
示
す
も

の
だ
と
思
え
る
の
で
す
。

　
　
　
　
　

　   

太
宰
府
市
公
文
書
館
　
お
ぎ 

の 

荻
野
　
ひ
ろ 

み
　

寛
美

近
世
紀
行
に
み
る
太
宰
府
　

　
　
　―

『
太
宰
府
紀
行
』―
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中村奈津子／著
『衝撃的においしい
豚肉レシピ』

（主婦と生活社）

えむでぃ60ｓ／著
『旅のある暮らし』
（実業之日本社）

宮島未奈／著
『成瀬は都を駆け抜ける』

（新潮社刊）

しょうじま 

生島 
はる

陽ちゃん

9日

み ず ぬ ま

水沼 
たすく

奨ちゃん

27日

は し も と

橋本 
ゆう  か  

悠花ちゃん

22日

誕生月の前々月15日まで、電話または市ホームページで受け付けています。
（例）誕生日が令和7年4月の人は、2月15日までに応募してください。

ページID：2633経営企画課広聴広報係 ☎（９２１）２１２１（内線５１４）
応募方法

令和7年
2月生まれ おめでとう11さいHappy 1st birthday! 

 

●日　時　２月10日㈫　午前10時～午前11時30分
●場　所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）多目的ホール
●対象者　０～６歳（就学前）の子どもとその保護者
●内　容　ふれあい遊びや体操で体を動かした後、
　　　　　お買い物ごっこを行います。
　　　　　親子で楽しい時間を過ごしましょう。
●定　員　30組　　
●持ってくるもの　お茶・タオル・靴袋など
●申込方法　電話・メール・窓口
●申込期限　２月６日㈮

38765ページID 無料

子育て支援課　子育て応援係　☎（919）6001　　kosodate@city.dazaifu.lg.jp申し込み・問い合わせ

「親子であそぼう会」

●日　時　３月21日㈯　【第１部】午前11時　【第２部】午後１時30分
●場　所　太宰府館３階まほろばホール
●料　金　０歳～小学生まで：500円、中学生以上：１千円
●内　容　【第１部】（０さいから小学校低学年向け）
　　　　　ぼよよん行進曲・バスに乗って・
　　　　　春の童謡唱歌メドレー・チャルダッシュ・
　　　　　くまんばちの飛行・にじ　他
●申込方法　申込フォーム

一般社団法人The MOST　
　090（7399）1509　　most.concert@gmail.com

申し込み・問い合わせ

三世代で楽しめる！０さいからのコンサート

【第２部】（小学生から大人向け）
トルコ行進曲・ニューシネマパラダイス・
剣の舞・Believe・あしたははれる・
スーパーマリオブラザーズ　他

GoogleフォームPass Market

19 広報だざいふ 2026.2 （令和８年） 市ホームページアドレス　https://www.city.dazaifu.lg.jp/



みんなのとしょかん 開館時間　午前１０時から午後6時まで
TEL：（921）4646／FAX：（921）4896

ヨ ム ヨ ム

市民
図書館

※金曜・土曜（祝日除く）は午後７時まで

あたらしくはいった本 令和8年1月 貸出開始資料から

●その他の本 犬のために山へ移住する(穴澤賢／著)　アジア・トイレ紀行(山田七絵・内藤寛子／編
著)　キュン!するレトロ建築（レトロさんぽ堤じゅり／著)　すべてを蒸したいせいろダイエット(りよ子／
著)　神社を旅する(野村朋弘／著)　認知症の進行を早める生活、遅らせる習慣(丹野智文・恩蔵絢子／
著)　戦国めし、南蛮メシ(遠藤雅司／著)　基礎からわかるはじめての陶芸(Gakken／編)　

●小説・エッセイなどの文学　怨嗟の回廊(堂場瞬一／著）　おまあ推理帖(諸田玲子／著)　月白(宇佐
美まこと／著)　陰陽師　氷隠梅ノ巻(夢枕獏／著)　甘蔓情話(山本一力／著)　全員悪人(村井理子／
著)　維新の虎島津久光(植松三十里／著)　わたしが戦場にいる(小手鞠るい／著)　本当のことを言お
うか 3(谷川俊太郎／著)　あなたとわたしの短歌教室(服部真理子／著)　

としょかんカレンダー
日 月 火 水 木 金 土
2
9
16
23
30

3
10
17
24
31

4
11
18
25

1
8
15
22
29

5
12
19
26

6
13
20
27

7
14
21
28

3月

○印の日は、
お休みです。

太
宰
府
の
文
華
〜
公
文
書
館
だ
よ
り
　
　
〜

　
明
治
６
（
1
8
7
3
）
年
３
月
20
日
か

ら
５
月
10
日
に
か
け
、
太
宰
府
天
満
宮
境

内
で
は
「
太
宰
府
博
覧
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
東
京
や
京
都
に
お
け
る
先
行
の

博
覧
会
を
お
手
本
に
、
文
明
開
化
と
地
域

振
興
を
目
的
に
掲
げ
た
太
宰
府
博
覧
会

は
、
現
在
、
九
州
国
立
博
物
館
の
設
立
に

至
る
博
物
館
設
置
運
動
の
原
点
と
し
て
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。
博
覧
会
開
催
の
意
図

は
、
県
内
の
「
新
古
物
品
」
を
集
め
て
展

覧
す
る
こ
と
で
、
自
然
物
と
人
工
物
、
伝

来
の
逸
品
と
新
作
品
の
比
較
批
評
が
可
能

と
な
り
、
そ
れ
を
将
来
的
に
製
品
や
技
術

の
改
良
・
普
及
に
繋
げ
て
い
く
、
と
い
う

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
し
た
。

　
福
岡
の
み
な
と
ま
ち

湊
町
（
現
中
央
区
港
）
に
あ
っ

た
商
家
の
７
代
目
、  

か
　
せ
も
と
ま
さ

加
瀬
元
将
と
い
う
人

が
当
時
、
太
宰
府
博
覧
会
を
観
覧
し
感
想

を
残
し
て
い
ま
す
。
加
瀬
家
は
湊
町
で
酒

造
業
や
質
屋
を
営
み
つ
つ
、
藩
士
の
給
与

米
を
扱
い
融
資
も
行
う
役
割
を
担
い
、
福

岡
の
町
政
に
も
携
わ
っ
た
家
で
す
。
元
将

が
残
し
た
『
維
新
雑
誌
』
は
、
様
々
な
方

面
か
ら
得
た
情
報
を
書
き
留
め
た
記
録

で
、
武
士
や
町
人
と
深
い
関
り
を
持
つ
彼

な
ら
で
は
の
資
料
で
す
が
（
『
新
修
福
岡
市

史
　
資
料
編
　
近
現
代
１
』
）
、
こ
の
中
に

太
宰
府
博
覧
会
の
こ
と
が
出
て
き
ま
す
。

　
元
将
は
、
５
月
初
旬
に
太
宰
府
博
覧
会

の
見
物
に
行
き
ま
す
が
、
展
示
物
の
種
類

と
点
数
の
多
さ
を
伝
え
な
が
ら
も
「
目
を

驚
か
す
ほ
ど
の
品
物
は
な
か
っ
た
」
と
総

評
し
て
い
ま
す
。
主
な
展
示
物
を
羅
列

し
、
「
抜
群
突
出
の
品
は
見
え
な
い
」
と

言
い
つ
つ
、｢

こ
こ
に
笑
う
べ
き
は
・・・・・・｣

と
つ
な
ば  

ま
ち

綱
場
町(

福
岡
市
博
多
区)

の
見
立
細
工

に
注
目
し
ま
す
。
綱
場
町
は
、
菅
原
道
真

に
ゆ
か
り
の
つ
な
し
き

綱
敷
天
満
宮
が
あ
る
と
こ
ろ

で
、
明
治
の
終
わ
り
ご
ろ
ま
で
、
７
月
25

日
の
大
祭
に
は
、
周
辺
の
商
店
が
自
家
の

商
品
を
素
材
に
そ
の
形
状
を
生
か
し
て
造

形
す
る
「
つ
く
り
も
の
」
を
飾
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
「
見
立
細
工
」
と
呼
ば

れ
、
縁
起
物
や
、
そ
の
時
々
に
話
題
と

な
っ
た
事
象
を
表
現
し
た
よ
う
で
す
。

　
彼
は
皮
肉
を
込
め
て
「
天
造
物
を
人
知

で
作
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
人
知
を
挽

回
す
る
に
は
こ
の
見
立
細
工
の
ほ
か
は
な

い
。
」
と
大
仰
に
発
言
し
、
周
囲
の
見
物

人
を
大
笑
い
さ
せ
て
い
ま
す
。
「
人
々
そ

の
知
識
を
研
ぎ
、
文
明
開
化
の
域
に
進
歩

す
る
」
と
い
う
博
覧
会
の
主
意
を
踏
ま
え

た
上
で
の
冗
談
で
す
が
、
「
こ
れ
が
は
た

し
て
人
知
の
限
界
か
」
と
言
い
た
か
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
見
立
細
工
の
出
来

栄
え
に
は
純
粋
に
感
動
し
た
様
子
で
、
最

終
的
に
「
見
立
細
工
が
ま
さ
に
こ
の
博
覧

会
の
第
一
等
だ
ろ
う
」
と
風
刺
的
に
評
し

て
い
ま
す
。

　
「
新
し
い
物
が
少
な
い
」
と
い
う
点
が

彼
の
評
価
に
行
き
着
い
た
主
な
原
因
で
、

主
催
者
側
も
こ
の
弱
点
は
認
識
し
て
い
ま

し
た
。
太
宰
府
博
覧
会
は
翌
年
、
翌
々
年

と
第
３
回
ま
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
そ
の
過
程
で
、
改
善
に
向
け
た
努
力

が
な
さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
す
（
『
太
宰

府
市
史
　
通
史
編
別
編
』
）
。

   

太
宰
府
市
公
文
書
館
　
ふ
じ
た
藤
田
ま
さ
こ
　

理
子

太
宰
府
博
覧
会
に
行
っ
て
み
た
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『アジア・トイレ紀行』
山田七絵・
内藤寛子／編著
（白水社）

『キュン！するレトロ建築』
レトロさんぽ堤じゅり／著
（主婦と生活社）

『犬のために山へ
移住する』
穴澤賢／著
（草思社）

み  

た
て
ざ
い
く

（
も
と
ゆ
き
と
も
読
む
）

あら　き  

荒木
もも　な 

桃奈ちゃん

21日

や ま う ち

山内
ゆ 　あ

優杏ちゃん

21日

さ さ ぶ ち

笹淵
 ゆう　か

結花ちゃん

25日

ば　 ば

馬場
ち 　と　 せ

千翔星ちゃん

しょう じ　

正司
つむ　ぎ  

紬季ちゃん

30日

令和7年
3月生まれ おめでとう1さいHappy 1st birthday! 

にこにこ通信 うめっこテラス
(子育て支援センター）保育士

あなたの子育てを応援します

　親子で楽しくスキンシップが取れるふれあい遊びは、子どもとのコミュニケーションを図るのにぴっ
たりの遊びです。
　今回はいつでもかんたんにできるふれあい遊びをご紹介します。

　このほかにもたくさんのふれあい遊びがあります。
ふれあい遊びの中で感じられる安心感や親しみの気持ちは、子どもの心の安定や社会性の発達に必要不
可欠です。いつもの遊びの中に、ぜひふれあい遊びを取り入れてみてくださいね。

ふれあい遊び

応募方法

いっぽんばし　こちょこちょ
子どもを膝の上に座らせ、「バスにのって
揺られてる　ゴーゴー！」の掛け声に合わ
せて揺らします。曲に合わせ、左右に大き
く揺れたり、でこぼこ道でがたがた揺れた
り、坂を上下したりします。子どもたちが大
好きな遊びです。

バスにのって

｢あたま かた ひざ ぽん ひざ ぽん ひざ ぽん あたま かた 
ひざ ぽん め みみ はな くち」と、イギリスの童謡「ロンドン
橋落ちた」のメロディで歌いながら、歌詞に合わせて頭・
肩・膝など体の様々な部分にやさしく触れていきます。体の
部位を変えてアレンジするのも楽しいですね。

あたま　かた　ひざ　ぽん

｢いっぽんばしこちょこちょ　たたいてつねって　かいだん
のぼって　こちょこちょこちょこちょ」と歌いながら、子ど
もの手から頭に向かって大人が二本の指を動かし、最後は
こちょこちょとくすぐります。

27日

17 広報だざいふ 2026.3 （令和８年） 市ホームページアドレス　https://www.city.dazaifu.lg.jp/



太
宰
府
の
文
華
〜
公
文
書
館
だ
よ
り
　
　
〜

　古
代
の
大
宰
府
と
は
「
律
令
国
家
に
お

け
る
対
外
的
機
能
、
軍
事
的
機
能
の
一
端

を
担
い
、
か
つ
西
海
道
（
九
州
）
全
体
を

統
轄
（
管
内
支
配
機
能
）
し
た
、
当
時
と

し
て
は
最
大
の
地
方
官
衙
（
役
所
）
」
と

定
義
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
こ
の
定
義
を
も
と
に
、
こ

の
欄
で
軍
事
的
機
能
の
一
端
と
し
て
の
防

人
や
古
代
山
城
の
こ
と
を
考
え
て
き
ま
し

た
。
今
回
か
ら
は
大
宰
府
の
対
外
的
機
能

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　当
時
の
法
律
で
あ
る
養
老
律
令
に
は
職

員
令
と
い
う
編
目
が
あ
り
、
そ
の
中
に
大

宰
府
の
職
務
を
定
め
た
条
文
が
あ
り
ま

す
。
一
方
、
当
時
の
諸
国
の
職
務
を
規
定

し
た
条
文
も
あ
り
ま
す
。
両
者
を
比
較
し

て
み
る
と
、
そ
の
職
務
は
ほ
ぼ
同
じ
な
の

で
す
が
、
大
宰
府
に
は
諸
国
に
は
な
い
蕃

客
・
き
　か
帰
化
・
き
ょ
う
え
ん

饗
讌
の
三
項
が
付
け
加
え
ら

れ
て
い
ま
す
（
た
だ
九
州
の
壱
岐
・
対

馬
・
日
向
・
大
隅
・
薩
摩
に
は
例
外
的
に

蕃
客
・
帰
化
も
入
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

位
置
づ
け
が
や
や
異
な
り
ま
す
）
。
蕃
客

は
外
国
使
節
の
こ
と
、
帰
化
は
外
国
人
な

ど
が
王
化
に
帰
す
る
こ
と
、
そ
し
て
饗
讌

は
外
国
使
節
に
対
す
る

き
ょ
う
お
う

饗
応
と
考
え
ら
ま

す
。
つ
ま
り
付
け
加
え
ら
れ
た
三
項
の
職

務
は
い
ず
れ
も
外
国
人
や
そ
の
使
節
に
つ

い
て
の
規
定
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
大
宰

府
の
対
外
的
機
能
に
深
く
関
連
す
る
の
で

す
。
こ
の
こ
と
は
と
て
も
重
要
で
、
大
宰

府
に
は
対
外
関
係
に
お
い
て
諸
国
と
は
異

な
る
職
務
が
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。

　そ
れ
で
は
、
三
項
の
職
務
は
具
体
的
に

は
ど
の
よ
う
な
内
容
な
の
で
し
ょ
う
か
。

饗
讌
は
外
国
使
節
に
対
す
る
饗
応
で
す
か

ら
、
入
国
・
滞
在
中
・
帰
国
な
ど
の
際
に

催
さ
れ
る
宴
会
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
大
宰

府
で
の
饗
応
は
、
日
本
書
紀
や
続
日
本
紀

と
い
っ
た
正
史
に
も
し
ば
し
ば
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

　蕃
客
・
帰
化
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
私

は
、
こ
れ
ら
は
外
国
使
節
や
帰
化
を
望
む

人
々
に
対
す
る
管
理
・
監
督
を
意
味
す
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
管
理
・
監
督
に

は
当
時
、
安
置
供
給
と
呼
ば
れ
た
措
置
も

含
ま
れ
ま
す
。
安
置
と
は
あ
る
場
所
に
留

め
置
い
て
お
く
こ
と
、
ま
た
供
給
と
は
食

事
や
衣
服
な
ど
を
与
え
る
こ
と
を
い
い
ま

す
。
そ
の
安
置
供
給
の
場
と
し
て
す
ぐ
に

想
起
さ
れ
る
の
が
大
宰
府
鴻
臚
館
で
、
そ

の
遺
跡
が
福
岡
市
に
あ
る
こ
と
は
み
な
さ

ん
も
よ
く
ご
存
じ
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う

に
大
宰
府
は
、
先
の
律
令
の
規
定
に
基
づ

い
て
対
外
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の

で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

太
宰
府
市
公
文
書
館
　し

げ
ま
つ

重
松
と
し
ひ
こ

敏
彦

大
宰
府
の
対
外
的
機
能
（
１
）
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ば
ん

か
く

　2月23日㈪～3月1日㈰、KBC九州朝日放送の「ふるさとWish」で「太宰府市」が特集されました！
夕方ワイド情報番組「ぎゅっと」では、太宰府南小学校6年生の皆さんが「学校対抗玉入れ選手権」で大活躍！！
他にもCM「ふるさとスキップ」では太宰府キャンパスネットワーク会議学生連絡会の皆さんが元気でかろやかなスキップ

を披露し、市内の隠れスポットやイベントの紹介、市一押しの豪華視聴者プレゼントなど、テレビ・ラジオ・WEBでのいろ
いろな企画で太宰府市の新たな魅力がたくさん紹介されました。

地域のスゴい！を、

みつける、さがす、

つくりだす。

視聴者に
豪華プレゼントが
贈られました！

『夏井いつきの 
　俳句添削事典』
夏井いつき／著
（朝日出版社）

『仕事と人生に効く
教養としての囲碁入門』

大沢摩耶／著
（PHP研究所）

『盗む男』
井上ひさし／著
（中央公論新社）

みんなのとしょかん
あたらしくはいった本 令和８年２月 貸出開始資料から

●その他の本 仕事と人生に効く教養としての囲碁入門(大沢摩耶／著) 食べきり煮もの(重信初江
／著) 人生がちょっとよくなる読書術(斉藤洋／著) も～っとかぎ針編みの編み図が読めるようにな
る本(kiho.／ほか著) 子どもが小1になったら知りたいことが全部のってる本(佐々木陽子／監修)
「徹子の部屋」の50年(「徹子の部屋」制作委員会／編) 全国秘境路線バスの旅(風来堂／著) 本棚
探偵(KADOKAWA)　古代オリエントの遺跡と文明(安倍雅史／著)

●小説・エッセイなどの文学　盗む男(井上ひさし／著)　夏井いつきの俳句添削事典(夏井いつき／
著)　生きとるわ(又吉直樹／著)　サチコ(群ようこ／著)　あなたの命綱(久坂部羊／著)　森羅記 2(北
方謙三／著)　風を織る(あさのあつこ／著)　被告人、AI(中山七里／著)　私的応答(井戸川射子／著)
　花屋さんが夢見ることには(山本幸久／著)　ウチの共有不動産揉めてます!(桂望実／著)

開館時間　午前１０時から午後6時まで
TEL：（921）4646／FAX：（921）4896

ヨ ム ヨ ム

としょかんカレンダー
日 土

6
13
20
27

7
14
21
28

1
8
15
22
29

5
12
19
26

2
9
16
23
30

3
10
17
24

4
11
18
25

4月

○印の日は、
お休みです。

※金曜・土曜（祝日除く）は午後７時まで

｢こどもの読書週間」を記念して、幼児から楽しめるおはなしの広場を2日間開催します。
いつものおはなし会のほかに、工作もあります。

｢朗読紫苑の会」春の朗読会を開催します。
いのうえ

井上ひさし／著　｢
あくしゅ

握手」（『ナイン』より）、
よしのひろし

吉野弘／作　｢
はは

母」（『
じょけい

叙景』より）ほか、春の季節にちなむ短編小説やエッセイなどを取り
上げる予定です。文芸作品を耳で味わうことで、読書の幅を広げてみませんか。気軽に参
加してください。

４月18日

４月19日

10：30～10：50
14：00～14：40
10：30～11：00
14：00～15：00

ひよこのおはなし会
工作と読み聞かせ
いないいないばあのおはなし会
太宰府おはなし会 春のおはなし会

２歳～
幼児～
幼児～
幼児～

日 時 内 容 対 象日 時 ４月18日㈯・19日㈰
　　　　午前10時30分～
場 所 市民図書館　
　　　　おはなしコーナー
対象者 2歳～

日 時 ４月29日（水・祝) 午後２時30分～４時（途中休憩あり）　対　象 大人　　定　員 40人
場 所 プラム・カルコア太宰府（中央公民館）３階視聴覚室 　講　師 （実演）朗読紫苑の会

「おはなしの広場」を開催します

「春の朗読会」を開催します
※詳しくは市民図書館ホームページに掲載しています。

図書館からのお知らせ 市民図書館　☎(921)4646

無料

無料
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太
宰
府
の
文
華
〜
公
文
書
館
だ
よ
り
　
　
〜

　
い
ま
太
宰
府
天
満
宮
で
は
、
令
和
９

(

２
０
２
７)

年
の
し
き
ね
ん
た
い
さ
い

式
年
大
祭
に
向
け
て
、

社
殿
の
改
修
・
葺
き
替
え
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
天
満
宮

の
社
殿
造
営
に
つ
い
て
、
中
世
の
事
例
を

取
り
上
げ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
た

だ
、
中
世
の
天
満
宮
造
営
に
関
す
る
史
料

は
断
片
的
に
し
か
残
っ
て
い
な
い
の
で
、

そ
の
中
で
も
比
較
的
多
く
残
っ
て
い
る
戦

国
時
代
の
一
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
戦
国
時
代
の
初
期
に
あ
た
る
ぶ
ん
き
文
亀
２

(

１
５
０
２)

年
の
11
月
、
ち
く
ぜ
ん
の
く
に

筑
前
国
を
治
め

る
大
内
よ
し
お
き

義
興
は
天
満
宮
に
対
し
、
さ
わ
ら
ぐ
ん

早
良
郡

(

現
福
岡
市
早
良
区
・
城
南
区
周
辺)

内
に

あ
る
天
満
宮
の
領
地
に
は
ん
ぜ
い

半
済
を
実
施
す
る

の
を
免
除
し
ま
し
た
。
半
済
と
は
年
貢
の

半
分
ま
た
は
土
地
の
半
分
を
一
時
的
に
領

主
か
ら
取
り
上
げ
て
、
必
要
な
費
用
を
捻

出
す
る
施
策
で
す(

本
紙
１
月
号
に
詳

述)

。
大
内
氏
は
同
郡
に
あ
る
支
城
の
安

楽
平
城(

現
早
良
区
内
野
付
近)

に
ざ
い
ば
ん

在
番
す

る
家
臣
た
ち
に

ふ
　
ち
扶
持
を
与
え
る
た
め
に
、

郡
中
の
寺
社
領
に
一
律
に
半
済
を
行
っ
て

費
用
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
の
で
す
。

　
こ
れ
に
対
し
天
満
宮
は
大
内
氏
に
訴
え

て
、
当
宮
は
昔
か
ら
臨
時
の
諸
税
・
負
担

を
免
除
さ
れ
て
い
ま
す
と
、
証
拠
書
類
を

提
示
し
て
主
張
し
ま
し
た
。
ま
た
、
い
ま

は
造
営
の
最
中
で
あ
り
、
こ
れ
で
作
業
が

止
ま
っ
た
ら
、
神
官
・
社
僧
た
ち
の
悲
し

み
は
甚
大
で
す
、
と
も
述
べ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
当
時
、
天
満
宮
で
は
造
営
が
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
ま
す
。
し
か

し
、
具
体
的
な
様
子
に
つ
い
て
は
何
も
記

録
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
な
お
一
部
の
史
料

に
は
「
造
営
」
で
は
な
く
「
修
造
」
と
記

さ
れ
て
い
る
の
で
、
全
く
の
新
築
や
立
て

直
し
と
い
う
よ
り
、
修
理
と
い
う
べ
き
実

状
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
の
３
年
前
の
め
い
お
う

明
応
８(
１
４
９
９)

年

６
月
、
太
宰
府
天
満
宮
が
炎
上
し
た
と
の

知
ら
せ
が
京
都
に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
前

年
の
同
７(

１
４
９
８)

年
に
は
天
満
宮
の

大
鳥
居
が
焼
け
た
と
い
う
記
事
も
あ
り
ま

す
。
後
世
の
編
纂
資
料
に
よ
る
と
、
同
７

年
の
11
月
22
日
に
、
し
ょ
う
に

少
弐
氏
の
残
党
と
大

内
氏
と
の
戦
争
の
兵
火
に
か
か
り
、
天
満

宮
が
延
焼
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
恐
ら

く
こ
の
火
災
が
、
造
営
の
直
接
の
契
機

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
は
造
営
は

い
つ
完
成
し
た
の
か
、
実
は
は
っ
き
り
せ

ず
、
そ
の
後
も
造
営
に
つ
い
て
触
れ
た
史

料
が
点
々
と
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

  

太
宰
府
市
公
文
書
館
　
お
お
つ
か

大
塚
し
ゅ
ん
じ

俊
司

太
宰
府
天
満
宮
の
造
営
と

お
お
う
ち
大
内
氏
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あ

ら
ひ
ら
じ
ょ
う

『微笑み迷子』
新堂冬樹／著

（実業之日本社）

『白洲正子が愛した京都』
白洲正子／ほか著
（新潮社刊）

『涯しない影に』
赤川次郎／著

（KADOKAWA）

みんなのとしょかん
あたらしくはいった本 令和８年３月 貸出開始資料から

●その他の本 白洲正子が愛した京都(白洲正子／ほか著)　 きくらげ幸せレシピ(春日井ファーム／
著)　 地面師vs.地面師(森功／著)　 信号機本(小島俊平／ほか著)　 気になる駅前アート100(イカロ
ス出版)　 ICカードの中には何がある?くらしの中のITがわかる本(大澤文孝／著)　卵 その誕生がす
べてを変えた(ジュールズ・ハワード／著)　 いちご新聞Memories(サンリオ／監修)　 人生を変える
科学的な集中術(鈴木祐／著)

●小説・エッセイなどの文学　涯しない影に(赤川次郎／著)　微笑み迷子(新堂冬樹／著)　DANGER
(村山由佳／著)　夫を亡くして(門井慶喜／著)　ノーウェア・ボーイズ(井上先斗／著)　言問ラプソディ
(小野寺史宜／著)　ゴルフ人生、泣いて、笑って(江上剛／著)　外の世界の話を聞かせて(江國香織／
著)　こつこつ、オムレツ(太田忠司／著)　名前のないカフェ(ローベルト・ゼーターラー／著)　ちょっと
角の酒屋まで(角田光代／著)

開館時間　午前１０時から午後6時まで
TEL：（921）4646／FAX：（921）4896

ヨ ム ヨ ム

市民
図書館

としょかんカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

3
10
17

7
14
21
28

1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

5月

○印の日は、
お休みです。

※金曜・土曜（祝日除く）は午後７時まで

24
31

誕生日順・50音順に

しろうず

白水
はな　め

花芽ちゃん

8日

な か む ら

中村
りゅう た　ろう

竜太朗ちゃん

13日

な か む ら

中村
とら　の　すけ

虎之助ちゃん

13日

か わ ぐ ち

川口
 はる　ま

陽慎ちゃん

8日

かね　が　え 

鐘ヶ江
お　 と

桜幸ちゃん

18日

う え す ぎ

上杉
ち　 さ

千紗ちゃん

19日

  お　ぜき

尾関
 すず　か

涼楓ちゃん

18日

む か い え

向家 すずかちゃん

17日

  う　どう 

有働
みつ　き

充希ちゃん

25日

 うえ　の

上野
 おう　か

桜華ちゃん

29日

や ま ぐ ち

山口
 なな　せ

七聖ちゃん

27日

か ば や ま

樺山
 かず　き

和輝ちゃん

23日

き り  た

桐田
ひろ　む

大睦ちゃん

6日

 の　なか

野中
せ 　な

清凪ちゃん

29日

令和7年
５月生まれ おめでとう1さいHappy 1st birthday! 

にこにこ通信 うめっこテラス
(子育て支援センター）保育士

あなたの子育てを応援します

　さわやかな風が心地よい季節になりましたね。今回は戸外で身体をたくさん動かして遊ぶ時に、大切な靴の
選び方のポイントをお伝えします。

　お子さんの発達に合わせ（歩き始め、歩く、走るなど）選ぶポイントが変化していきますので、その都度足に合わせ
た靴選びができるといいですね。お子さんの足は急成長するので、3～4週間ごとにサイズチェックを忘れずに。

　物価高騰の影響を強く受けている低所得のひとり親世帯を支援するため、ひとり親子育て世帯支援特別給付金を
支給します。
対象者　令和8年4月分の児童扶養手当受給者　　　支給額　対象児童1人当たり1万円（1回限り）
支給手続き　対象者には市から通知します。申請は不要です。

『お外で遊ぼう（靴の選び方）』

応募方法

①足の指がぶつからないもの：つま先に1ｃｍ程の余裕があるもの。
　　　　　　　　　　　　　　大きすぎるものは転倒の原因にもなります。
②靴底は薄すぎず・厚すぎず：適度なクッション性やグリップ力のある靴底で
　　　　　　　　　　　　　　前足部はしっかり曲がるもの
③足を固定し、安定させる作り：かかとがしっかりしたものやハイカットなど足首を支えるデザイン
④通気性・素材：メッシュなど通気性に優れたもの
⑤着脱のしやすいもの：マジックテープや両ファスナーなど履き口が広いもの

【
初
め
て
の
靴
】

ひとり親子育て世帯支援特別給付金を支給します 保育児童課　児童福祉係　（☎内線316）47660ページID
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叔
母
の
住
む
池
月
苑
は
戦
火
の

宇
治
川
駆
け
る
駒
の
名
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
糟
屋
郡
／
仲
道
　
朋
子

満
開
の
ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
花
の
芳
し
い

香
に
包
ま
れ
て
悩
み
忘
れ
る

　
　
　
　
　
　
東
ヶ
丘
／
西
木
ミ
ヤ
子

花
筏
い
つ
し
か
音
も
な
く
失
せ
て

川
面
に
雲
の
ふ
た
ひ
ら
み
ひ
ら

　
　
　
　
　
大
佐
野
台
／
宮
﨑
　
フ
ミ

差
し
伸
べ
し
手
に
ふ
れ
る
が
に
舞
ひ
お
り
て

ゆ
っ
く
り
去
り
ぬ
夏
の
日
の
蝶

　
　
　
　
　
　
湯
の
谷
／
山
﨑
八
重
子

し
な撓
ふ
ほ
ど
伸
び
逞
し
き
今
年
竹

　
　
　
　
　
　
星
ヶ
丘
／
柴
田
慧
美
子

若
竹
や
五
感
新
に
又
明
日

　
　
　
　
　
　
　
馬
場
／
今
長
谷
久
子

史
蹟
へ
と
続
く
小
道
の
今
年
竹

　
　
　
　
　
　
　
水
城
／
福
永
　
惠
美

一
人
居
の
落
ち
着
く
暮
ら
し
苔
の
花

　
　
　
　
　
　
長
浦
台
／
徳
賀
美
智
子

青
嵐
絵
馬
か
ら
か
ら
と
裏
返
す

　
　
　
　
　
観
世
音
寺
／
野
田
　
杉
子

苔
の
花
山
気
清
浄
な
る
古
刹

　
　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
平
野
　
香

青
嵐
宰
府
の
木
々
を
唸
ら
せ
て

　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
本
山
　
晴
子

今
着
き
し
は
が
き
立
読
む
青
嵐

　
　
　
　
　
　
朝
倉
市
／
味
酒
ふ
じ
子

太
閤
の
睨
み
し
岬
南
吹
く

　
　
　
　
　
　
筑
紫
野
市
／
名
本
　
剛

上
り
坂
息
継
ぎ
行
か
む
紅
葵

　
　
　
　
　
　
高
雄
台
／
荒
島
由
美
子

余
生
な
ほ
生
き
行
く
証
し
梅
漬
け
る

　
　
　
　
　
太
宰
府
市
／
福
島
久
美
子

母
の
日
や
残
さ
れ
し
娘
の
十
三
年

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
宮
津
英
里
子

母
の
日
や
逝
き
て
七
日
ま
だ
七
日

　
　
　
　
　
筑
紫
野
市
／
寺
田
　
恵
子

痩
せ
古
り
し
魚
板
の
音
も
五
月
雨
る
る

　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
彦
坂
　
正
孚

を
さ
な
児
の
眼
の
な
か
の
金
魚
た
ち

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
塩
飽
た
か
子

イ
ラ
イ
ラ
だ
独
裁
者
ら
の
身
勝
手
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
石
坂
／
多
田
　
功

智
恵
絞
り
身
辺
整
理
八
十
路
坂

　
　
　
　
　
観
世
音
寺
／
松
浦
　
ち
え

ロ
ボ
ッ
ト
に
支
配
さ
れ
そ
う
近
未
来

　
　
　
　
　
　
　
国
分
／
岸
本
し
ず
え

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
政
治
世
界
を
闊
歩
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
松
川
／
山
根
　
清

そ
こ
そ
こ
の
自
家
菜
園
は
無
農
薬

　
　
　
　
　
　
二
日
市
／
吉
田
　
敬
子

南
風
強
し
船
は
迂
廻
の
芥
屋
大
門

　
　
　
　
　
　
星
ヶ
丘
／
江
里
口
幸
生

霊
山
の
雲
を
払
ひ
ぬ
大
南
風

　
　
　
　
　
　
高
雄
台
／
川
路
　
泰
子

茅
屋
の
低
き
軒
端
や
立
葵

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
工
藤
　
友
子

う
た
た
寝
の
つ
ま夫
に
さ
ら
り
と
夏
布
団

　
　
　
　
　
　
　
馬
場
／
有
岡
　
和
砂

ミ
シ
ン
目
に
切
れ
ぬ
切
手
や
梅
雨
寒
し

　
　
　
　
　
　
小
郡
市
／
宮
原
　
勝
彦

午
後
七
時
過
ぎ
て
も
あ
か
る
い
晩
春
の

夕
焼
け
空
を
じ
っ
と
見
守
る

　
　
　
　
　
　
春
日
市
／
山
本
　
憲
一

太
宰
府
短
歌
会

太
宰
府
俳
句
会

持
永
　
真
理
子
選

飛
梅
句
会

介
弘
　
紀
子
選

宝
満
句
会

菅
井
　
久
美
子
選

都
久
志
て
ん
じ
ん
句
会

佐
々
木
　
甘
露
子
選

太
宰
府
川
柳
倶
楽
部

小
池
　
一
恵
選

つ
れ

づ
れ

太宰府市華道連盟

季節の生け花

国際交流・韓国

In
te
rn
a
tio
n
a
l E
x
c
h
a
n
g
e
 - S
o
u
th
 K
o
re
a

韓国の「ファン文化」
太宰府市国際交流員

キム シンヒョン

金辛泫

　近年、日本のK-POPファンの間でも親しまれるようになった韓国の「ファン
文化」は、世界のエンターテインメント市場において独自の存在感を示してい
ます。その特徴の一つは、ファンが単にスターのコンテンツを消費するだけでな
く、認知度向上やプロモーション活動にも積極的に参加する点にあります。
　代表的な例が、地下鉄の駅やバス停、街頭ビジョンなどに掲載される「応援
広告」です。これは誕生日やデビュー記念日、新曲のリリースなどを祝うとと
もに、より多くの人々にスターの魅力を知ってもらう機会としても活用されて
います。また、音楽番組での好成績を目指し、ファンコミュニティが組織的に
音源ストリーミングや各種投票に参加する「総攻(チョンゴン）」文化も、韓国
ファンコミュニティを特徴づける要素の一つです。
　さらに、韓国のファンは推しの名前で寄付活動を行ったり、記念の森を造成
したり、災害復旧支援のボランティア活動に参加したりするなど、社会に良い
影響を与える活動にも積極的に取り組んでいます。
　日本ではグッズ収集やライブ観覧を中心とした応援が比較的目立つ一方、
韓国ではファン同士が連帯しながらスターの成長や成功を後押しする文化が
発達してきました。こうしたファンとスターの強い結びつきや積極的な参加文
化は、K-POPの世界的な成長と拡大を支える重要な原動力の一つとなってい
ます。

花材：ギガンジューム、シュロ、
オクラレウカ、黄梅　ほか

池坊
かわさき
川嵜

じゅん  こ
純子

太
宰
府
の
文
華
〜
公
文
書
館
だ
よ
り
　
　
〜

　
奈
良
・
平
安
時
代
初
期
に
お
け
る
日
本

の
対
外
関
係
は
外
交
使
節
の
往
来
が
そ
の

主
流
で
し
た
。
そ
の
中
で
、
大
宰
府
は
本

年
４
月
号
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
律
令
に

定
め
ら
れ
た
ば
ん
か
く

蕃
客
・
き
　
か
帰
化
・
き
ょ
う
え
ん

饗
讌
と
い
う

規
定
に
基
づ
い
て
そ
の
対
外
的
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
こ
の
使
節
外
交
に
も
変
化
が
お

こ
り
ま
す
。
朝
鮮
半
島
の
し
ら
ぎ

新
羅
と
の
外
交

で
は
、
日
本
へ
の
新
羅
使
派
遣
は
奈
良
時

代
末
が
最
後
で
す
。
日
本
か
ら
の
遣
新
羅

使
も
同
時
期
が
最
後
と
な
り
ま
す
。
た

だ
、
こ
れ
ら
の
事
実
は
結
果
論
で
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
時
期
の
歴
史
的
経
緯
を

跡
づ
け
る
と
、
最
終
的
に
新
羅
と
の
国
家

間
の
通
交
が
全
く
期
待
で
き
な
く
な
る
の

は
平
安
初
期
の
承
和
年
間
（
８
３
４
〜
８

４
７
）
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
方
、
中
国

へ
の
遣
唐
使
も
寛
平
６
年
（
８
９
４
）
の

菅
原
道
真
の
進
言
に
よ
っ
て
派
遣
が
沙
汰

止
み
と
な
り
、
自
然
消
滅
し
て
し
ま
う
の

で
す
。

　
こ
う
し
た
事
態
と
入
れ
違
う
よ
う
に
、

海
を
渡
っ
て
交
易
に
携
わ
る
商
人
た
ち
、

す
な
わ
ち
海
商
が
登
場
し
て
き
ま
す
。
９

世
紀
前
半
の
こ
と
で
す
。
記
録
の
う
え
で

は
当
初
は
新
羅
商
人
、
の
ち
に
は
唐
商
人

と
み
え
ま
す
が
、
日
本
が
新
羅
商
人
の
排

除
に
動
く
こ
と
も
あ
っ
て
そ
の
自
称
を
変

え
た
可
能
性
が
あ
り
、
両
者
に
大
き
な
差

異
は
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
こ
で
東
ア
ジ
ア
世
界
に
目
を
転
じ
る

と
、
十
世
紀
は
激
動
の
時
代
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
最
大
の
要
因
は
、
東
ア
ジ

ア
世
界
に
大
き
な
影
響
力
を
及
ぼ
し
続
け

て
い
た
唐
帝
国
が
９
０
７
年
に
滅
亡
し
た

こ
と
で
す
。
そ
の
後
、
中
国
大
陸
は
五
代

十
国
と
い
う
分
裂
の
時
代
に
入
り
ま
す
。

こ
れ
に
連
動
す
る
よ
う
に
朝
鮮
半
島
で

も
、
統
一
新
羅
の
弱
体
化
と
と
も
に
、
９

世
紀
末
〜
10
世
紀
初
頭
に
ご
く
だ
ら

後
百
済
、
後
高

句
麗
の
建
国
が
あ
り
、
や
は
り
後
三
国
時

代
と
呼
ば
れ
る
分
裂
の
時
期
を
迎
え
ま

す
。
日
本
に
お
い
て
も
、
天
慶
の
乱
（
平

将
門
の
乱
・
藤
原
純
友
の
乱
）
が
勃
発
、

従
来
の
り
つ
り
ょ
う
こ
っ
か

律
令
国
家
に
よ
る
支
配
体
制
に
大

き
な
打
撃
を
与
え
、
武
士
階
級
の
誕
生
を

促
し
ま
し
た
。
ま
た
摂
関
政
治
が
常
態
化

し
て
、
新
た
な
国
家
体
制
が
出
現
す
る
こ

と
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
唐
の
滅
亡
に
端
を
発
す
る

10
世
紀
の
激
動
を
東
ア
ジ
ア
世
界
の
画
期

と
し
て
捉
え
る
見
方
が
あ
り
ま
し
た
。
一

方
で
東
ア
ジ
ア
の
対
外
関
係
を
考
え
る
と

き
、
唐
の
滅
亡
よ
り
も
む
し
ろ
先
に
述
べ

た
海
商
の
登
場
を
重
視
す
べ
き
と
の
見
方

が
提
示
さ
れ
て
お
り
、
私
も
こ
れ
に
賛
成

で
す
。
そ
れ
で
は
こ
の
海
商
の
登
場
に

よ
っ
て
大
宰
府
の
対
外
的
機
能
は
ど
の
よ

う
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

次
回
（
12
月
号
掲
載
予
定
）
は
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

太
宰
府
市
公
文
書
館
　
し
げ
ま
つ

重
松
と
し
ひ
こ

敏
彦

ペ
ー
ジ
I
D
：
7
2
4
1

148

大
宰
府
の
対
外
的
機
能
⑵

　〜
海
商
の
登
場
〜

ご
こ
う

く
　
り

みんなのとしょかん
あたらしくはいった本 令和８年６月 貸出開始資料から

●その他の本 お酢推すレシピ(岩間明子／著) 建築トリック謎解きガイド(安井俊夫／著) 読書ス
タディーズ(桜井政成／著) 健康長寿解剖図鑑(島影真奈美／著) 季節を味わうわたしの保存食(若
山曜子／著) はじめての熱帯果樹(三輪正幸／著) 山の天気入門(猪熊隆之／著) 水の世界史(ジュ
リオ・ボカレッティ／著) 思考のストレッチ(田村正資／著)

●小説・エッセイなどの文学　野球が好きすぎて 2021-2025 (東川篤哉／著)　文豪てくてく散歩(進
士素丸／著)　掌より愛をこめて(阿刀田高／著)　ビューティフルワースト(川瀬七緒／著)　氷河期のゴ
ミ(櫛木理宇／著)　横浜共同租界(佐々木譲／著)　江崎クリーニング店の娘(鈴木るりか／著)　テロル
(月村了衛／著)　雨が降ったら(寺地はるな／著)　こうやって作家は言葉を紡ぐ(小川哲／著)　ジュビ
リー(アリス・マンロー／著)　もし血が流れれば(スティーヴン・キング／著)

開館時間　午前１０時から午後6時まで
TEL：（921）4646／FAX：（921）4896

ヨ ム ヨ ム

市民
図書館

としょかんカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

3
10
17

4
11
18
25

5
12
19
26

2
9
16

6
13
20
27

7
14
21
28

1
8
15
22
29

8月

○印の日は、
お休みです。

※金曜・土曜（祝日除く）は午後７時まで

23
30
24
31

『文豪てくてく散歩』
進士素丸／著

（KADOKAWA）

『お酢推すレシピ』
岩間明子／著
（主婦の友社）

『野球が好きすぎて
　2021‐2025』　
東川篤哉／著　
（実業之日本社）

20広報だざいふ 2026.8 （令和８年）太宰府市役所　代表電話 （921）2121  FAX （921）1601



海
底
に
お
は
す
幼
帝
を
あ
や
す
や
う

船
べ
り
揺
ら
す
壇
ノ
浦
の
波

　
　
　
　
　
　
　
五
条
／
山
田
乃
ぞ
み

田
植
え
機
と
車
の
音
に
か
き
消
さ
れ

蛙
は
何
処
で
鳴
い
て
い
る
や
ら

　
　
　
　
　
筑
紫
野
市
／
渡
辺
　
保
子

着
膨
れ
し
吾
招
く
が
に
庭
の
梅
木

早
や
「
び
っ
し
り
」
と
苔
育
む

　
　
　
　
　
　
　
青
山
／
亀
渕
　
咲
子

幼
子
が
水
溜
ま
り
に
ピ
チ
ャ
ピ
チ
ャ
と

母
は
に
こ
に
こ
微
笑
ま
し
き
哉

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
玉
本
　
朝
子

暑
気
下
し
て
ふ
一
献
の
沁
み
透
る

　
　
　
　
　
　
東
観
世
／
中
島
　
祝
乃

飲
ん
ベ
ゑ
は
今
日
も
言
つ
て
る
暑
気
払
ひ

　
　
　
　
　
　
　
五
条
／
兼
田
和
加
子

煮
て
焼
い
て
揚
げ
て
多
彩
や
茄
子
レ
シ
ピ

　
　
　
　
　
　
　
高
雄
／ 

西
元
　
治
雄

古
き
家
涼
し
き
昔
残
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　
向
佐
野
／
内
田
典
子

涼
し
げ
な
山
深
深
と
沢
の
音

　
　
　
　
　
　
星
ヶ
丘
／
江
里
口
幸
生

思
ひ
き
り
断
捨
離
を
し
て
涼
し
く
居

　
　
　
　
　
　
高
雄
台
／
川
路
　
泰
子

碇
泊
の
一
灯
ゆ
る
る
波
涼
し

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
工
藤
　
友
子

風
眠
る
木
々
の
ま
に
ま
に
星
涼
し

　
　
　
　
　
　
朝
倉
市
／
古
賀
　
紀
子

先
達
の
六
根
清
浄
山
開

　
　
　
　
　
　
筑
紫
野
市
／
名
本
　
剛

森
閑
と
山
湖
を
閉
ざ
す
夏
の
霧

　
　
　
　
　
　
長
浦
台
／
徳
賀
美
智
子

明
急
ぐ
高
速
道
路
病
院
へ

　
　
　
　
　
　
小
郡
市
／
貞
金
　
志
帆

蜘
蛛
の
い囲
や
結
界
と
知
る
母
の
家

　
　
　
　
　
筑
紫
野
市
／
寺
田
　
恵
子

風
鈴
を
舳
先
に
島
の
渡
し
舟

　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
彦
坂
　
正
孚

そ
れ
ぞ
れ
の
音
色
と
と
の
ひ
風
鈴
寺

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
塩
飽
た
か
子

梅
雨
の
雷
い
ぬ
逝
き
し
日
の
薄
目
か
な

　
　
　
　
　
　
　
高
雄
／
福
島
久
美
子

手
の
シ
ワ
に
喜
怒
哀
楽
を
経
た
月
日

　
　
　
　
　
　
　
青
山
／
有
田
　
義
典

ノ
ン
ア
ル
で
く
だ
を
巻
く
か
ら
座
が
白
け

　
　
　
　
　
水
城
ヶ
丘
／
植
村
　
克
志

こ
ん
な
日
は
寄
り
添
う
母
の
真
似
を
す
る

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
王
丸
真
知
子

呟
い
た
言
葉
に
我
を
取
り
戻
す

　
　
　
　
　
　
　
春
日
市
／
大
塚
　
茂

断
捨
離
で
運
気
を
上
げ
る
老
い
二
人

　
　
　
　
　
観
世
音
寺
／
河
原
　
明
子

ベ
テ
ラ
ン
の
初
心
に
か
え
る
山
開

　
　
　
　
　
　
高
雄
台
／
荒
島
由
美
子

夏
霧
の
湧
き
ち
ぎ
れ
飛
ぶ
瀬
戸
の
海

　
　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
平
野
　
香

山
開
神
事
の
あ
と
の
に
ぎ
り
飯

　
　
　
　
　
観
世
音
寺
／
野
田
　
杉
子

朝
蟬
の
も
は
や
声
な
く
こ
の
日
差
し

　
　
　
　
　
大
野
城
市
／
北
　
嘉
与
子

星
涼
し
句
友
は
ど
こ
に
光
る
ら
む

　
　
　
　
　
　
連
歌
屋
／
吉
嗣
の
り
子

直
線
の
上
を
未
来
は
走
り
た
る

ニ
ュ
ー
ト
ン
か
ら
広
が
る
科
学

　
　
　
　
　
　
　
御
笠
／
高
塚
　
茂
樹

太
宰
府
短
歌
会

太
宰
府
俳
句
会

持
永
　
真
理
子 

選

飛
梅
句
会

介
弘
　
紀
子 

選

宝
満
句
会

菅
井
　
久
美
子 

選

都
久
志
て
ん
じ
ん
句
会

佐
々
木
　
甘
露
子 

選

太
宰
府
川
柳
倶
楽
部

小
池
　
一
恵 

選

つ
れ

づ
れ

太宰府市華道連盟

季節の生け花

国際交流・韓国

In
te
rn
a
tio
n
a
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x
c
h
a
n
g
e
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o
u
th
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o
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a

韓国では「焼肉」と言えば、
牛肉ではなく豚肉

太宰府市国際交流員
キム シンヒョン

金辛泫
　日本では「焼肉」と聞くと牛肉を連想しがちですが、韓国で単に「肉を食べ
に行こう」と言えば、日常的には豚肉（サムギョプサルなど）を指すことが一般
的です。韓国人にとって豚肉は、気兼ねなく楽しめる最も身近な肉類です。そ
のため、友人との集まりや会社の飲み会など、日常的な外食の場面の定番メ
ニューとなっています。
　また、韓国の焼肉店には日本とは異なる文化があります。「自分たちで肉を
焼く」というのは同じですが、そのスタイルには違いがあります。提供されるお
肉は、最初から一口サイズに切られたものではなく、大きな塊のまま登場しま
す。これを網や鉄板の上で焼きながら、ハサミを使って食べやすい大きさに切
り分けていきます。
　さらに特徴的なのは、注文しなくてもテーブルに並ぶキムチやナムルなどの
パンチャン
반찬（おかず）です。これらは基本的にすべて無料でおかわり自由です。これ
らをお肉と一緒にサンチュやエゴマの葉で包んで食べます。そして、お肉を食
べ終わった後は、冷麺や焼飯、

テンジャンチゲ
된장찌개（韓国味噌鍋）などで食事を締める人

が多いです。
　同じ「焼肉」でも、肉の種類や食べ方、食卓を囲む
スタイルまで異なるのは、韓国ならではの食文化の
面白さと言えるでしょう。韓国を訪れた際には、ぜひ
現地ならではの焼肉文化を体験してみてください。

花材：

嵯峨御流
はら 
原　

ひろ  こ
博子

太
宰
府
の
文
華
〜
公
文
書
館
だ
よ
り
　
　
〜

　
本
紙
５
月
号
に
続
き
、
戦
国
時
代
の
太

宰
府
天
満
宮
の
社
殿
造
営
に
つ
い
て
取
り

上
げ
ま
す
。
前
回
は
ぶ
ん
き

文
亀
２(

１
５
０

２
）
年
頃
に
造
営
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

を
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
史
料

が
点
々
と
確
認
で
き
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
き
ょ
う
ろ
く

享
禄
３(

１
５
３
０
）
年

の
事
例
は
、
造
営
の
様
子
自
体
は
何
も
記

載
が
な
い
も
の
の
、
興
味
深
い
内
容
な
の

で
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の

時
、
天
満
宮
は
造
営
の
費
用
を
ど
う
や
っ

て
捻
出
す
る
か
、
前
年
か
ら
大
内
氏
に
訴

え
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
大
内
よ
し
た
か

義
隆

が
下
し
た
判
断
は
、
天
満
宮
が
過
去
に
売

却
し
た
領
地
か
ら
、
今
年
と
翌
４(

１
５

３
１
）
年
の
分
の
年
貢
を
徴
収
し
て
、
こ

れ
を
費
用
に
充
て
よ
と
い
う
も
の
で
し

た
。

　
す
で
に
人
に
売
っ
た
土
地
か
ら
年
貢
を

取
れ
と
い
う
の
は
、
意
味
が
分
か
ら
な
い

と
お
思
い
で
し
ょ
う
が
、
こ
れ
は
一
種
の

と
く
せ
い
れ
い

徳
政
令
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
徳
政
令
と
は

他
人
に
売
り
渡
し
た
土
地
を
無
償
で
取
り

返
す
、
あ
る
い
は
借
金
を
な
か
っ
た
こ
と

に
す
る
、
と
い
う
中
世
特
有
の
法
令
で

す
。
徳
政
と
い
う
語
は
、
本
来
は
徳
の
あ

る
政
治
と
い
う
意
味
で
す
が
、
室
町
・
戦

国
時
代
に
な
る
と
借
金
の
棒
引
き
を
指
す

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
た
だ
、
こ
こ
で
義
隆
が
出
し
た
指
令

は
、
売
却
済
み
の
領
地
自
体
を
取
り
返
し

て
よ
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
年
貢
を
二

年
分
に
限
っ
て
収
納
せ
よ
と
い
う
限
定
さ

れ
た
内
容
で
し
た
。
具
体
的
に
は
天
満
宮

側
が
提
出
し
た
売
却
地
の
リ
ス
ト
を
大
内

氏
が
確
認
し
、
そ
の
上
で
大
内
氏
か
ら
使

者
が
派
遣
さ
れ
、
使
者
と
共
に
天
満
宮
が

現
地
で
年
貢
を
催
促
し
て
徴
収
す
る
、
と

い
う
手
順
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
る
と
、
大
内
氏

は
基
本
的
に
徳
政
を
禁
止
し
て
い
た
け
れ

ど
も
、
家
臣
や
寺
社
な
ど
を
経
済
的
に
救

済
・
保
護
す
る
目
的
に
限
っ
て
徳
政
を
実

施
し
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
実

際
に
、
以
前
に
天
満
宮
か
ら
徳
政
を
求
め

ら
れ
て
も
許
可
し
な
か
っ
た
例
も
あ
り
、

大
内
氏
に
よ
る
徳
政
の
施
行
は
非
常
に
限

定
的
な
も
の
だ
っ
た
と
言
え
ま
す
。
こ
こ

で
は
造
営
の
際
に
徳
政
を
許
可
し
て
い
る

の
で
、
多
額
の
費
用
が
か
か
る
寺
社
の
造

営
に
お
い
て
は
、
金
銭
を
用
立
て
る
た
め

徳
政
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
天
満
宮
・
大
内
氏
と
も
に
苦
し

い
懐
事
情
が
う
か
が
え
ま
す
。

　  

太
宰
府
市
公
文
書
館
　
お
お
つ
か

大
塚
　
し
ゅ
ん
じ

俊
司

ペ
ー
ジ
I
D
：
7
2
4
1

149

太
宰
府
天
満
宮
の
造
営
と

お
お
う
ち

大
内
氏(

続
）

ストレリチア、ハイビスカ
スの実、フォックスフェイ
ス、バラ、カスミソウ

みんなのとしょかん
あたらしくはいった本 令和８年７月 貸出開始資料から

●その 他 の本　本ってだいたいこうなってますよね?(西岡裕二／著)　きょうもマリネ(坂田阿希子／
著)　自分でできる家系図の作り方(丸山学／著)　海の哺乳類(アナリサ・ベルタ／著)　かぎ針で編む
アフリカンパターン(アップルミンツ)　考えすぎずに、考える(松浦弥太郎／著)　異世界怪異事典(朝里
樹／著)　入れ歯の話をしませんか? (澤口正俊／著)　まじめに不真面目なものづくり(おださん／著)

●小説・エッセイなどの文学　ホルモー燦燦(万城目学／著)　夏帆(村上春樹／著)　神の代役(乾ルカ
／著)　夜の恩寵(三浦しをん／著)　県警の番人(天祢涼／著)　二月に憂鬱な君へ(西條奈加／著)　 
せどりの女王(高殿円／著)　ダーク・ダーク(サマンサ・ハント／著)　サタンタンゴ(クラスナホルカイ・
ラースロー／著)　しんどい日常を生き抜くための文学(小林真大／著)　溶けていく氷にとってぼくら
は永遠(最果タヒ／著)

開館時間　午前１０時から午後6時まで
TEL：（921）4646／FAX：（921）4896

ヨ ム ヨ ム

市民
図書館

としょかんカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

7
14
21
28

1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

6
13
20
27

3
10
17
24

4
11
18
25

5
12
19
26

9月

○印の日は、
お休みです。

※金曜・土曜（祝日除く）は午後７時まで

　これから子どもたちに読み聞かせ活動を始めたい人や、基本を学び
たい人のための講座です。講座終了後、希望者には活動場所の紹介を
します。

日　時　9月18日㈮・25日㈮・10月9日㈮　午前10時～正午
場　所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）２階会議室
対象者　読み聞かせ未経験または経験３年以内の人
講　師　太宰府おはなし会代表　

  や ひろ
八尋　

  り　え
理恵さん

申込締切　９月13日㈰　　定　員　16人　　料　金　無料
申込方法　図書館カウンター、電話

読書ボランティア講座

14広報だざいふ 2026.9 （令和８年）太宰府市役所　代表電話 （921）2121  FAX （921）1601



遠
来
の
友
に｢

ま
た
ね｣

と
言
ふ
別
れ

永
遠
の
別
れ
と
な
る
や
も
知
れ
ぬ
に

　
　
　
　
　
　
　
青
山
／
礒
村
順
一
郎

腹
の
立
つ
暗
き
ニ
ュ
ー
ス
の
多
き
中

心
和
ま
す
曾
孫
の
笑
顔

　
　
　
　
　
　
　
五
条
／
大
穂
　
聡
子

老
い
吾
の｢

心
音
に
ご
る｣

と
健
診
に

わ
が
心
臓
の
歳
月
思
は
る

　
　
　
　
　
　
　
朱
雀
／
黒
木
　
邦
枝

パ
タ
カ
ラ
は
お
口
の
運
動
赤
ち
ゃ
ん
に

戻
る
準
備
し
て
る
の
か
な

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
竹
森
　
祐
彦

隣
家
よ
り
鈴
虫
の
音
の
お
裾
分
け

　
　
　
　
　
　
星
ヶ
丘
／
柴
田
慧
美
子

鈴
虫
の
迎
ふ
る
ロ
ビ
ー
由
布
の
宿

　
　
　
　
　
筑
紫
野
市
／
幸
田
は
る
み

読
み
止
し
の
本
を
手
に
取
る
夜
長
か
な

　
　
　
　
　
　
　
水
城
／
福
永
　
惠
美

初
秋
の
浮
雲
高
く
阿
蘇
五
岳

　
　
　
　
　
大
野
城
市
／
田
代
り
え
子

待
ち
待
ち
て
風
新
秋
と
思
ひ
け
り

　
　
　
　
　
　
長
浦
台
／
徳
賀
美
智
子

初
秋
の
雨
ひ
そ
や
か
に
地
を
ぬ
ら
す

　
　
　
　
　
観
世
音
寺
／
野
田
　
杉
子

初
秋
や
大
地
ゆ
っ
く
り
力
抜
く

　
　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
平
野
　
香

近
道
を
教
え
て
貰
う
赤
の
ま
ま

　
　
　
　
　
　
朝
倉
市
／
味
酒
ふ
じ
子

カ
ン
ナ
燃
ゆ
駅
舎
は
無
人
猫
二
匹

　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
本
山
　
晴
子

在
り
し
日
の
思
ひ
出
尽
き
ぬ
流
灯
会

　
　
　
　
　
　
星
ヶ
丘
／
江
里
口
幸
生

追
い
山
笠
や
一
分
前
の
を
と
こ
た
ち

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
塩
飽
た
か
子

平
ら
け
し
ひ
が
な
眺
む
る
蟻
の
列

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
宮
津
英
里
子

墓
山
を
く
ま
な
く
照
ら
し
盆
の
月

　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
彦
坂
　
正
孚

山
苞
の
道
や
葡
萄
の
白
袋

　
　
　
　
　
筑
紫
野
市
／
寺
田
　
恵
子

落
し
文
そ
つ
と
の
ぞ
い
て
も
ど
し
や
る

　
　
　
　
　
　
　
高
雄
／
福
島
久
美
子

荒
れ
た
手
を
笑
い
話
に
す
る
傘
寿

　
　
　
　
　
　
　
国
分
／
岸
本
し
ず
え

告
白
の
メ
ー
ル
を
母
に
送
信
し

　
　
　
　
　
　
二
日
市
／
坂
本
や
よ
子

物
音
に
母
の
気
配
を
思
い
出
す

　
　
　
　
　
　
　
都
府
楼
／
杉
　
良
子

書
店
減
り
ど
ん
な
大
人
が
育
つ
や
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
石
坂
／
多
田
　
功

転
ぶ
な
よ
老
い
に
優
し
い
杖
が
あ
る

　
　
　
　
　
観
世
音
寺
／
松
浦
　
ち
え

流
灯
や
西
方
浄
土
め
ざ
す
波

　
　
　
　
　
　
筑
紫
野
市
／
名
本
　
剛

一
湾
を
仙
境
と
せ
り
流
灯
会

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
工
藤
　
友
子

カ
ン
ナ
咲
く
港
見
下
ろ
す
異
人
墓
地

　
　
　
　
　
　
高
雄
台
／
川
路
　
泰
子

鈴
虫
の
な
き
が
ら
ひ
と
つ
子
の
日
記

　
　
　
　
　
　
　
馬
場
／
有
岡
　
和
砂

星
霜
を
重
ね
し
城
址
虫
の
声

　
　
　
　
　
　
　
国
分
／
松
尾
　
満
子

叔
母
み
ま
ふ
道
に
星
星
の
恋
お
も
ふ

｢

七
夕
神
社｣

に
提
灯
ゆ
る
る

　
　
　
　
　
　
糟
屋
郡
／
仲
道
　
朋
子

太
宰
府
短
歌
会

太
宰
府
俳
句
会

持
永
　
真
理
子
選

飛
梅
句
会

介
弘
　
紀
子
選

宝
満
句
会

菅
井
　
久
美
子
選
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国際交流・韓国
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韓国の会食文化
太宰府市国際交流員

キム シンヒョン

金辛泫

　韓国を訪れたことがある人なら、夜の街にてグループで食事やお酒を楽し
む人々を見かけたことがあるかもしれません。特に韓国の会社では、仕事の
後に「

フェシク
회식（会食・飲み会）」をすることがあります。仕事だけでは築きにくい

同僚や上司との関係を深める場として、フェシクは大きな役割を果たしてい
ます。フェシクの費用は福利厚生の一環として会社の経費で処理されること
が多く、法人カードで支払われるケースもあります。
　韓国のフェシクでは、

ソジュ
소주（焼酎）と

メクチュ
맥주（ビール）が定番で、特に、ソジュ

とメクチュを混ぜ合わせた
ソ メ ク
소맥が、韓国を代表する飲み方の一つです。

　ソメクは、焼酎をビールに入れて作りますが、作る割合や注ぎ方にこだわる
人もいます。また、一度乾杯して終わりではなく、何度もグラスを合わせ、み
んなで盛り上がるのも韓国の飲み会ならではの光景です。
　また、年齢や立場を重視する韓国では、独特のマナーがあります。年上の人
からお酒を受け取る際には両手を使い、飲む時には正面から体を少し横に向
けて、片手で口元を隠しながら飲むなど、相手への敬意を示すのが一般的で
す。
　最近では、若い世代を中心に、年齢や立場に関係なく気楽に楽しみたいと
いう考えも広がっており、無理にお酒を勧めたり、フェシクへの参加を強制し
たりすることも減ってきました。昔ながらの文化を残しながらも、より自由で
個人のスタイルを尊重する飲み会へと変わりつつあるのです。

花材：

池坊
よねくら
米倉

さ なえ
早苗

太
宰
府
の
文
華
〜
公
文
書
館
だ
よ
り
　
　
〜

文
政
６(

１
８
２
３)

年
、
江
戸
の
し
ょ
し

書
肆
、

山
口
屋
・
岩
戸
屋
か
ら
、
じ
っ
ぺ
ん
し
ゃ
い
っ
く

十
返
舎
一
九
作

『
か
ん
じ
ん
ご
い
ち
だ
い
ぶ
ん
し
ょ
う

菅
神
御
一
代
文
章
』
が
出
版
さ
れ
ま
し

た
。
一
九
と
い
え
ば
『
東
海
道
中
膝
栗

毛
』
を
始
め
と
す
る
膝
栗
毛
シ
リ
ー
ズ
が

大
当
た
り
し
た
、
江
戸
時
代
後
期
を
代
表

す
る
人
気
作
者
で
す
。
『
菅
神
御
一
代
文

章
』
は
、
タ
イ
ト
ル
の
菅
原
道
真
公
の
伝

記
を
下
段
に
、
「
筑
前
国
太
宰
府
天
神
宮

境
内
之
記
」
と
い
う
太
宰
府
天
満
宮
の
名

所
案
内
を
上
段
に
配
し
た
二
本
立
て
ス
タ

イ
ル
で
す
。
こ
れ
は
当
時
流
行
し
た
往
来

物
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
で
、
寺
子
屋
な
ど
で

教
材
と
し
て
使
わ
れ
る
ほ
か
、
読
み
物
と

し
て
も
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。
一
九
の
ほ

か
、
さ
ん
と
う
き
ょ
う
で
ん

山
東
京
伝
、
し
き
て
い
さ
ん
ば

式
亭
三
馬
、
曲
亭
馬

琴
な
ど
人
気
の
作
者
た
ち
が
、
往
来
物
を

手
が
け
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
天
満
宮
の
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し

た
「
筑
前
国
太
宰
府
天
神
宮
境
内
之
記
」

で
す
が
、
そ
の
記
述
は
具
体
的
か
つ
詳
細

で
、
ま
る
で
現
地
を
見
て
書
い
た
か
の
よ

う
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
が
太
宰
府
を

訪
れ
た
事
実
は
な
く
、
と
す
れ
ば
、
太
宰

府
を
描
い
た
先
行
文
献
を
参
考
に
し
た
と

考
え
る
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
『
菅

神
御
一
代
文
章
』
刊
行
以
前
の
紀
行
文
を

調
べ
て
み
る
と
、
尾
張
の
商
人
ひ
し
や
へ
い
し
ち

菱
屋
平
七

(

よ
し
だ
し
げ
ふ
さ

吉
田
重
房)

が
著
し
た
『
筑
紫
紀
行
』
の

本
文
を
ほ
ぼ
引
き
写
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

『
筑
紫
紀
行
』は
、
享
和
元
（
１
８
０

１
）
年
３
月
に
名
古
屋
を
出
発
し
中
国
地

方
を
経
て
九
州
に
わ
た
り
各
地
を
め
ぐ
っ

た
紀
行
文
で
、
旅
で
見
た
も
の
聞
い
た
こ

と
を
大
変
具
体
的
に
記
載
し
て
お
り
、
太

宰
府
天
満
宮
の
描
写
も
詳
細
で
す
。
旅
の

翌
年
の
享
和
２
年
ま
で
に
は
著
さ
れ
、
文

化
３
（
１
８
０
６
）
年
に
名
古
屋
を
代
表

す
る
書
肆
え
い
ら
く
や

永
楽
屋
（
と
う
へ
き
ど
う

東
壁
堂
）
か
ら
刊
行

さ
れ
て
い
ま
す
。
名
古
屋
の
書
肆
と
も
交

流
の
あ
っ
た
一
九
が
手
に
入
れ
る
こ
と
は

十
分
に
可
能
で
、
こ
れ
が
種
本
と
考
え
て

間
違
い
な
さ
そ
う
で
す
。

　
「
十
返
舎
一
九
著
」
と
明
記
し
て
、
他

人
の
作
品
の
文
章
を
使
用
す
る
こ
と
は
、

現
代
の
感
覚
か
ら
す
る
と
問
題
の
よ
う
で

す
が
、
江
戸
時
代
の
出
版
界
で
は
そ
う
珍

し
い
こ
と
で
は
な
く
、
特
に
一
九
は
こ
う

し
た
手
法
を
し
ば
し
ば
使
っ
て
い
ま
す
。

書
肆
の
方
で
も
、
売
れ
っ
子
作
者
の
一
九

の
名
前
で
出
版
す
る
こ
と
が
重
要
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

　
か
く
し
て
、
太
宰
府
に
来
た
こ
と
の
な

い
十
返
舎
一
九
に
よ
る
太
宰
府
天
満
宮

案
内
が
世
に
出
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

し
た
。
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女郎花、りんどう、ワレモ
コウ、

せんにちこう

千日紅、パープル
ファウンテングラス

ち
く
ぜ
ん
の
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に
だ
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の

け
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だ
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き
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ば
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みんなのとしょかん
あたらしくはいった本 令和８年8月 貸出開始資料から

●その他の本 なぜ、あの人の話は最後まで聞きたくなるのか? (内尾紀彦／著)　新・血液型おもし
ろ読本(能見正比古・能見俊賢／著)　筋トレ解剖図鑑(坂詰真二／著)　長生きのど習慣(西山耕一郎・
熊井良彦／著)　街並みで読み解くヨーロッパ(加賀美雅弘／著)　買わない生活(稲垣えみ子／著)　
ジャンクジャーナルのはじめ方(島本彩子／監修)　ヤバい日本の住所(河合太郎／著)　外国語っぽい
日本語辞典(米川明彦／編著)

●小説・エッセイなどの文学　はじまりのスープ、夏ゼリー(瀬尾まいこ／著)　永遠の記憶(東野圭吾／
著)　おにがわらう(畠中恵／著)　アクリル(井上荒野／著)　夜がまだ明けない(井上先斗／著)　ノー・
ファンタジー(上田岳弘／著)　鋼鉄のレガシー(堂場瞬一／著)　乱菊物語(谷崎潤一郎／著)　殺し屋
の出世術(野宮有／著)　劇場の子イーディス・ハラー　上下(エドワード・ケアリー／著)　ローマ物語
(ジュンパ・ラヒリ／著)

開館時間　午前１０時から午後6時まで
TEL：（921）4646／FAX：（921）4896

ヨ ム ヨ ム

市民
図書館

としょかんカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

5
12
19
26

6
13
20
27

7
14
21
28

4
11
18
25

1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

3
10
17
24
31

10月

○印の日は、
お休みです。

※金曜・土曜（祝日除く）は午後７時まで

内尾紀彦 /著
『なぜ、あの人の話は

最後まで聞きたくなるのか』
（主婦と生活社）

能見正比古・能見俊賢 /著
『新・血液型
おもしろ読本』
（鳥影社）

瀬尾まいこ /著
『はじまりのスープ、

夏ゼリー』
（新潮社刊）
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